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ﾌｧｯｼｮﾅﾌｼﾚｼ§(，
情景へのい泌・ぃ。
祭蹄なまでに感性をきわだたせる
〈ベニヤ》センシティブモダン･ ‐・‐
選びぬかれたものだけがもつ

映いI 動､ ﾘ の- ﾌ ｧ ｯ ｼ 画ナブルな怖紫
隠された気舶をゴージャスに、
あなたをときめかせるでしょう。
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Ｐ

Ｉ
特別展以外でもグレード
の高い企画を次々と展開
しています。じっくりと
お楽しみ下さい。

６

「 輯

博物館で味わう
Ｌ

北野からマイクロ・カオスへの誘い
実験交流サロン

シアター･ ポシェット

北野からマイクロ・カオス
実験交流サロン

シアター･ ボさ
『、
巡行
『

文化の香り…

神戸市立博物館

灘’ｒ
裸

母上神戸市中央区京町24番地
▼壷(0 7 8 ) 3 9 1 - 0 0 3 5

■国鉄｢ 三ノ宮｣ r 元町』から南へ徒歩約1 0 分
回阪急｢ 三宮｣ 阪神｢ 三宮｣ または｢ 元町｣ から
南へ徒歩約1 0 分

』

☆シアター利用のご罫
・曜日、時間／土、日曜日（通常）ＡＭｌＯ: 0 〔
・費用／ホール設備の使用無料。光熱、空調、
●付帯設備／グランドピアノ・エレクトーン
キサー､ 照明コントローラー・テープレコーダ
・お申し込み、お問い合わせ
そごう前センター街東南角、さんちか入口
〒６５０神戸市中央区二宮町１丁目５－１
佐本小児歯科佐本進念３３１－

☆シアター利用のご案内
･曜日、時間／土、日曜日（通常）ＡＭｌＯ: 0 0～ｐＭ８: 0０
・費用／ホール設備の使用無料。光熱、空調､ ･管理賀のみ実費
･ 付帯設備／グランドピアノ・エレクトーン・録音、音響機器、ミ
キサー､ 照明コントローラー・テープレコーダー､ マイク、映写機等
・お申し込み、お問い合わせ
そごう前センター街東南角、さんちか入口
〒６５０神戸市中央区二宮町１丁目５－ｌ住友銀行ビル６Ｆ
佐本小児歯科佐本進念３３１－６３０２～３

’
し
ｂ

｡ 午前1 0 : 0 0 ～午後5 : 0 0 ( 入館は午後4 3 3 0 まで）
●年末年始／1 2 月2 6 日～１月５日まで休館
｡ 月曜休館( 但し１月1 6 日開館、１月１７日・１８日休館）
･入館料／一般2 0 0 円( 1 6 0 円）高大生1 5 0 円( 1 2 0 円）

小中学生1 0 0 円( 7 0 円）（）は3 0 名以上の団体料金

南
蛮
美
術
館
常
設

企
画
辰

１月

朝鮮碗拓本展

％～雄

芝居絵にみる
上方と江戸展

妬～％

‘”２月
長崎に来た
新風展

；fl～％
吉拙同作間馬

江戸時代のf I 中交流腿

％～%§

３月一
工芸にみる
異国趣味展

’f6～％

ギ
ャ
ラ
リ
ー

零謝顎全

山下摩起展

％～％

シルク・ロード写真展

％

「
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弱

ｂ ■

髭
面
が
笑
う
。
「
髭
は
寒
い
時
だ
け
。
暑
く
な
る
と
剃
っ
て
し
ま
う
し
、
頭
髪
も
短
か
く
刈
り
あ
げ
る
ん
で
す
。
素
顔
を
見
せ
る
の
が
恥

し
い
ん
で
す
ね
」
。
誉
め
ら
れ
る
の
も
、
艇
さ
れ
る
の
も
面
映
ゆ
い
。
か
と
言
っ
て
無
視
さ
れ
る
の
も
嫌
だ
。
「
僕
た
ち
は
〃
遅
れ
て
来
た
世

代
″
か
も
分
ら
な
い
。
大
学
時
代
、
全
共
闘
運
動
は
す
で
に
終
馬
し
て
い
た
。
高
度
成
長
時
代
に
育
っ
て
来
た
け
れ
ど
、
さ
て
大
学
を
出

て
み
る
と
就
職
難
だ
っ
た
。
何
か
に
熱
狂
し
て
参
加
す
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
」
。
焦
立
ち
が
あ
る
●
受
賞
作
『
昔
の

眼
』
の
主
人
公
は
先
天
性
の
内
斜
視
。
子
供
へ
の
遺
伝
を
極
度
に
恐
れ
る
。
「
今
ま
で
か
ら
先
天
性
内
斜
視
に
こ
だ
わ
っ
て
、
ず
っ
と
作
品

を
書
い
て
来
た
。
が
、
そ
れ
は
被
害
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
で
す
。
こ
の
作
品
で
は
、
〃
加
害
者
″
と
し
て
書
い
て
み
た
ん
で
す
」
。
女
に
、

子
供
が
欲
し
い
と
言
わ
れ
て
携
縮
し
、
童
貞
を
捨
て
損
な
う
。
傍
目
に
は
滑
稽
だ
が
、
当
人
に
と
っ
て
は
切
実
な
問
題
だ
。
先
天
性
疾
患

へ
の
こ
だ
わ
り
と
、
遅
れ
た
世
代
だ
と
の
意
識
が
作
品
の
背
骨
を
形
づ
く
る
。
だ
が
、
『
昔
の
眼
』
へ
到
る
ま
で
の
二
年
間
、
書
け
な
い
状

態
が
つ
づ
い
て
い
た
。
作
品
集
『
黄
色
い
爆
弾
』
を
樟
榛
社
か
ら
上
梓
し
た
の
が
二
年
前
。
今
回
の
受
賞
が
、
次
へ
の
弾
み
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。
昭
和
鋤
年
８
月
、
神
戸
市
生
ま
れ
。
上
智
大
学
英
文
学
科
卒
業
。
現
在
、
松
蔭
女
子
中
・
高
等
学
校
教
諭
。
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
部
の
顧
問
と
し
て
多
忙
な
毎
日
。
熱
烈
な
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
フ
ァ
ン
で
も
あ
る
。
東
灘
区
で
妻
子
と
三
人
暮
ら
し
。
酌
歳
。

乱
ｎ

.皇；

雨＝利亀，

｜，

Ｉ

喫弓謬誕１国

、、
む

旧

民
司

｢叩
｡

Ｅｄ

■

虜

服
部
洋
介
は
っ
と
り
ょ
う
す
け
〈
教
員
〉

今
、
新
地
平
へ
の
テ
イ
ク
・
オ
フ

●
第
八
回
神
戸
文
学
賞
受
賞
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ｰ ＝

「
別
年
間
の
空
白
が
、
今
更
に
惜
し
ま
れ
る
ん
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
頑
張
ら
な
く
ち
ゃ
、
と
、
自
分
を
励
ま
し
て
い
ま
す
」
松
山
で

英
語
教
師
を
し
て
い
た
頃
、
は
じ
め
て
小
説
を
書
い
た
。
飢
歳
だ
っ
た
。
昭
和
踊
年
頃
だ
と
い
う
か
ら
、
戦
争
の
傷
跡
の
生
々
し
い
時
代

だ
っ
た
。
東
京
の
同
人
誌
『
文
芸
首
都
』
に
送
っ
た
処
女
作
は
、
狂
っ
た
姉
と
弟
の
近
親
相
姦
を
描
い
た
も
の
だ
っ
た
か
ら
同
人
評
は
、

「
病
的
、
異
常
」
と
、
惨
潜
た
る
も
の
だ
っ
た
。
若
か
っ
た
菊
池
さ
ん
は
、
こ
の
時
以
来
、
約
加
年
間
筆
を
折
る
。

「
そ
れ
か
ら
の
私
は
、
自
分
を
平
凡
に
し
よ
う
と
一
所
懸
命
で
し
た
」
、
結
婚
、
出
産
と
専
業
主
婦
に
徹
し
て
、
一
人
娘
が
嫁
い
だ
時
、

急
に
空
虚
な
自
分
に
不
満
を
感
じ
た
。
人
に
勧
め
ら
れ
て
、
５
年
前
、
同
人
誌
『
原
点
』
に
入
り
、
再
び
文
学
に
と
り
く
む
。
激
し
い
情

念
の
鬼
と
な
っ
て
「
苦
し
み
な
が
ら
」
書
き
つ
づ
け
る
。
今
回
の
受
賞
作
『
護
蔽
の
登
音
』
に
は
、
モ
デ
ル
ら
し
い
も
の
は
な
い
。
苔
撒

の
花
と
松
山
の
海
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
と
、
そ
の
妖
し
げ
な
世
界
の
中
に
物
語
中
の
人
間
た
ち
が
勝
手
に
う
ご
め
き
出
し
た
の
だ
と

い
う
。
「
私
は
海
と
勝
負
し
て
生
き
て
い
る
の
だ
」
と
い
う
主
人
公
、
泰
子
の
言
葉
は
そ
の
ま
ま
菊
池
さ
ん
と
文
学
と
の
関
わ
り
を
象
徴
し

て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
昭
和
４
年
、
愛
媛
県
生
れ
。
現
在
、
子
規
ゆ
か
り
の
地
、
松
山
で
俳
句
に
対
抗
し
て
散
文
文
学
振
興
の
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
を
起
こ
そ
う
と
有
志
と
と
も
に
活
躍
中
だ
。
酔
い
潰
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
、
と
笑
い
な
が
ら
話
す
酒
豪
で
も
あ
る
。

〈
今
治
港
Ｅ
く
）

=猿
_ 一ー

難涯

０

菊
池
佐
紀
書
く
ち
き
き
〈
主
端
〉

一Ｆ堅

目
く
こ
と
の
鬼
に
な
り
ま
す

、
第
八
回
神
戸
女
流
文
学
賞
受
賞
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蚕＝万百深言語画: 一

●ある集い

山野を駆け巡るジープ野郎
F話凹一

蝿節i 櫛垂一一一一〒 U

二

愛
車
で
ゴ
キ
ゲ
ン
の
鴇
居
玲
画
伯

Ｆ
基

胸 １０

寸

i=雲i雲Ｉ
; r

皇；令
子１１

訂

４０

鴨
居
玲
宛
承
郵
砿
岬
岬
岬
ロ
ー
ド
〉

女
性
が
人
形
に
あ
こ
が
れ
る
様
に
、

男
は
何
歳
に
な
っ
て
も
、
ジ
ー
プ
即
ち

四
輪
駆
動
と
聞
け
ば
血
湧
き
肉
踊
る
気

持
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
機
能
本
位
の
車
に
魅
せ
ら
れ
た

人
達
が
月
に
・
度
位
の
割
合
で
、
一
台

で
行
け
ば
、
と
う
て
い
一
尿
れ
そ
う
も
な

い
様
な
道
無
き
山
野
へ
ジ
ー
プ
を
連
ら

ね
て
自
然
の
奥
深
く
ま
で
入
り
込
ん
で

行
く
。岩

に
乗
り
あ
げ
て
ス
タ
ッ
ク
し
た
ジ

ー
プ
を
押
し
た
り
、
ワ
イ
ヤ
ー
で
引
き

上
げ
た
り
し
な
が
ら
の
前
進
、
こ
れ
が

ま
た
な
ん
と
も
い
え
な
い
魅
力
で
、
働

き
盛
り
の
メ
ン
バ
ー
達
も
こ
の
時
ば
か

り
は
、
家
庭
も
仕
事
の
事
も
忘
れ
て
、

夏
冬
問
わ
ず
に
熱
中
す
る
の
だ
か
ら
、

彼
等
の
奥
さ
ん
達
も
、
さ
ぞ
や
そ
の
将

来
に
不
安
を
感
じ
て
居
ら
れ
る
事
だ
ろ

う
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ば
か
り
は
、
あ
き

ら
め
て
い
た
だ
く
よ
り
仕
方
な
さ
そ
う

で
あ
る
。

甲
南
大
学
の
自
動
車
部
員
で
あ
っ
た
、

岡
本
元
良
君
調
歳
は
、
と
う
と
う
そ
の

車
好
き
の
病
が
こ
う
じ
て
、
同
じ
く
甲

南
大
学
英
文
科
卒
業
の
奥
さ
ん
と
共
に
、

ジ
ー
プ
専
門
の
車
屋
さ
ん
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
用
意
さ
れ
た
レ
ー
ル
の
上
を
、

何
の
疑
い
も
持
た
ず
に
過
し
て
行
く
の

も
人
生
か
も
知
れ
な
い
が
、
少
々
そ
の

レ
ー
ル
か
ら
は
み
出
し
な
が
ら
も
、
自

分
の
熱
中
出
来
る
仕
事
に
、
そ
の
人
生

を
賭
け
て
み
る
の
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で

素
晴
し
い
事
で
は
な
か
ろ
う
か
と
、
ひ

そ
か
に
私
は
こ
の
若
い
夫
妻
に
拍
手
を

送
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

＝弓

冊
、
利
眼
呼

‐
１
用
型
毎
Ｆ
煮
口
輔
胃

琶
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旦

段絢劃吟・空

吾
が
ク
ラ
ブ
の
会
長
は
、
船
屋
さ
ん

で
、
大
前
慶
治
氏
鎚
歳
、
見
事
な
髭
を

た
く
わ
え
、
一
見
陸
に
上
っ
た
海
賊
と

言
っ
た
風
貌
だ
が
、
そ
の
竹
を
割
っ
た

様
な
人
柄
の
故
か
、
入
会
者
が
増
え
る

ば
か
り
、
そ
の
ク
ラ
ブ
員
達
の
職
業
は
、

美
容
師
さ
ん
、
明
石
の
床
屋
さ
ん
、
カ

メ
ラ
マ
ン
、
モ
デ
ル
ガ
ン
マ
ニ
ヤ
の

真
珠
屋
さ
ん
、
お
医
者
さ
ん
に
学
校
の

先
生
、
そ
し
て
仕
事
が
全
く
無
い
と
言

っ
て
胸
を
張
る
失
業
中
の
青
年
等
々
、

ま
こ
と
に
多
彩
な
顔
ぶ
れ
で
、
毎
月
一

回
、
夜
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
ま
こ
と
に

楽
し
い
。
然
し
そ
の
内
容
は
、
世
界
の

一
流
レ
ー
サ
ー
も
顔
負
け
と
言
っ
た
自

慢
話
が
多
い
様
で
は
あ
る
が
…
。

て
人
と
う

山
野
を
馳
け
廻
る
だ
け
で
は
お
天
道

様
に
申
し
わ
け
な
い
と
の
若
い
人
達
か

ら
の
提
案
で
山
や
街
を
美
し
く
し
よ
う

と
始
め
た
ク
リ
ー
ン
作
戦
も
、
今
年
は

従
来
の
枠
を
越
え
て
、
市
民
に
も
呼
び

か
け
、
三
百
人
程
を
動
員
し
、
灘
区
、

北
区
の
各
駅
前
で
ゴ
ミ
拾
い
作
戦
を
展

開
し
大
い
に
成
果
を
上
げ
た
様
で
あ
る
。

更
に
若
い
人
達
は
不
足
し
て
い
る
血

液
の
確
保
に
と
、
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

等
も
行
っ
て
い
る
。

と
も
す
れ
ば
私
達
年
代
の
者
は
、
つ

い
口
ぐ
せ
で
、
「
こ
の
頃
の
若
い
者
達
は

…
・
・
・
。
」
等
と
言
い
が
ち
だ
が
、
グ
ル
ー

プ
の
若
い
人
達
を
見
て
い
る
と
、
そ
の

言
葉
を
つ
つ
し
ま
れ
ば
と
、
大
変
嬉
し

く
思
っ
て
い
る
一
」
の
頃
で
あ
り
ま
す
。

■
事
務
局
は
次
の
通
り

息
×
心
罰
○
穴
【
○
○
句
吋
再
○
ヱ
ワ
司
諺
三
Ｆ
『
」

事
務
局
神
戸
市
灘
区
岩
嵯
中
町
２
１
６
１
５

Ｔ
Ｅ
Ｌ
８
６
１
１
２
０
９
３
「
モ
ト
・
レ
ー
ジ
」
内

岡
本
元
良
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新しいメガネで新しい年を

ジャン･ メルオー
< 灘カトリック教会司祭〉

牧師がかけるメガネというのは
この服装にマッチしないといけま
せんのでとても難しいのです。
あまり派手でなく、シックで、

それでいて品もよく、少し威厳も
いりますし、また優しさも必要な
のです。
服部メガネさんでは、それにち
ょっとおしゃれな感覚も添えて私
の思った通りのフレームを選んで
くださって、しっかりと検眼して
下さいました。
新年を新しいメガネで、心よく

迎えることができました、

阿隈部メガネ
神戸・大丸前盃( ０７８) ３３１－１１２３

ノ
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新谷英夫さんに感謝状が笑顔の胸像

●原口元神戸市長をたたえて“笑顔の胸像，, がポーアイに

霧爵琴瀞；
除幕される原口忠次郎顕彰碑

●■

神戸の戦後復興と発展に功績のあ
った故原口忠次郎元神戸市長をたた
えようと、顕彰碑の建立が進められ
ていたが、１１月１２日ポートアイラン
ド原口記念公園でその除幕式が行わ
れた。原口忠次郎顕彰会（中井一夫
会長）が募った基金により、彫刻家
新谷英夫さんが制作。坂井県知事ら
3 5 0 人が見まもる中、笑顔の胸像が
披露された。

民』

、Ｔ

●

●ローズガーデンがギャラリーに変った－週間
ローズガーデン美術公募展
１１月2 1～2 7日、北野ですっかり定着したローズガーデン美
術公募展が開かれた。今回で７回目を迎えた同展は年々 作品
の質も向上し、審査員諸氏も嬉しい悲鳴をあげている。今回
の大賞には大阪市の弓場祥子さんの｢ P a k e - g e ｣将励賞には同
じく大阪市の田村隆さんのrSTAND-crossinclotl,｣(共に立
体) が選ばれた。
表彰状を受けとる弓場さん弓場さんの作品「P a k e - g e 」
還竪筆』ずﾏ』爵評一

厩
，
独
鮒
釧
瀞

●第１１回コウベファッションショー開催

ミナト神戸を彩り華やかに
「コウベファッションフェア' 8 3 」のフィナーレを飾る第
１１回コウベファッションショーが、１１月2 6 日国際会館大
ホールで開かれた。デザインコンテストの入賞作品をは
じめ、ＫＦＣ、ＫＦＡなどのオリジナルコレクションが
次々と発表され、カラフルで新感覚あふれるショーとな
った。

コウベ1 ｽ ナップ
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イ
ン
ド
人
、
ナ
リ
ン
ダ
ー
．
Ｓ
・
ワ
ス
さ
ん
を
描
く

神
戸
っ
子
の
外
人
を
描
く
シ
リ
ー
ズ
を
編
集
部
か
ら
た
の
ま
れ
た
時
、
顔
が
立
体
感
の
あ
る
造
型
的
に

描
き
よ
い
人
を
つ
れ
て
来
て
下
さ
い
よ
と
申
し
入
れ
た
の
で
す
が
、
数
日
後
つ
れ
て
来
て
下
さ
っ
た
の
が

イ
ン
ド
人
、
ナ
リ
ン
ダ
．
Ｓ
・
ワ
ス
さ
ん
で
し
た
。

一
眼
見
た
瞬
間
、
其
の
ひ
げ
と
言
い
、
頭
の
タ
ー
バ
ン
と
言
い
、
顔
の
色
と
言
い
、
全
く
素
晴
し
い
造

型
美
に
感
動
し
ま
し
た
。
其
の
わ
り
に
、
絵
は
、
ど
う
も
う
ま
く
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
…
ｏ

ワ
ス
さ
ん
の
人
格
は
素
晴
し
ぃ
聖
者
ｌ
ガ
ン
ジ
‐
や
タ
ゴ
‐
ル
を
思
い
浮
か
べ
た
い
程
の
素
直
審

方
で
、
日
本
に
来
て
も
う
四
十
年
、
日
本
語
も
ぺ
ら
ぺ
ら
で
、
尼
崎
に
住
ん
で
、
最
近
自
分
の
私
道
を
周

辺
道
路
の
方
々
に
寄
附
さ
れ
た
と
か
。
関
西
日
印
文
化
協
会
の
終
身
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
、
私
は
こ
う
い

う
人
と
か
り
そ
め
の
出
会
い
で
関
係
出
来
た
事
を
心
か
ら
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

’
一
九
八
三
、
一
「
一
三
Ｉ

19 0 6／埼玉県生れ1 9 3 9 , ' 4 1 . ' 4 6／日展入選’5 7／ブラジル･サン毅一口･ピエンナ
ーレ展出品’5 9 ／アメリカ・ヒューストン美術展出品’6 0 ／イタリア･ プレミオ・リ
ソーネ展出品, アメリカ・ピッツバーグ・カーネギー展出品．’6 5 ／西宮文化賞. ’7 4 ／
兵庫県文化賞, ' 7 7／大阪文化賞受賞, ' 8 1／原画集r街道をゆく_ l出版, ' 8 2／講談社挿
絵文化徽受賛

モデル／ナリンダ一・ｓ・ワスさん( インド）
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